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国立大学法人旭川医科大学 

 看護職キャリア支援センター 

 副センター長 原口 眞紀子  

〇センター長挨拶 

 

未知の感染症の世界的な拡大により、医療機関はもとより、日

常生活や大学を含む教育機関も大きな影響を受け、これまでに経

験したことのない新たな対応が求められる時代になりました。こ

のような時代の変革期に必要とされるのは、状況を的確に判断し

行動する一人ひとりの力です。これまでの知識・技術、経験を基

盤に新しい事態に対する方策を創造していくことができる力が

求められます。それは、安定した時代にあっても同様です。 

 看護職キャリア支援センターは、そのような力を備え、専門性

を向上させていけるようお手伝いをしたいと思います。自らの能

力を高め、専門性を向上させることは、自分自身のためのみなら

ず、患者さんを含む地域の方々の健康レベルの向上や、誰もが望

む安寧な生活へ貢献するためであるといえます。必要なときに必

要な場所で適切な医療・看護を受け、‘可能な限り、住み慣れた

地域で能力に応じた自立した日常生活を営める’ように当事者の

視点に立った看護の能力を向上させることが望まれます。これら

の地域社会の要請に応えられる看護職者の育成に力を尽くした

いと思います。 

〇副センター長挨拶 

 

看護職キャリア支援センターは、専門職業人としての看護職者

のキャリア開発や生涯学習を支援し、看護の質の向上を図ること

を目的に 2019 年 3月に設置されました。 

 少子高齢化が進む中で、全世代型地域包括ケアシステムが求め

られており、その社会のニーズに応えるためには、施設を越えたチ

ーム医療、人材育成が重要です。 

 多くの人的・物的リソースを持つ大学と病院が連携・協働し、看

護職の専門職業人としての教育を地域の看護職に公開すること

は、地域医療を支える看護職の看護実践能力の向上に寄与できる

ものであると考えます。 

 看護職キャリア支援センターでは、看護学生から院内外の看護

職を対象に、いつでも、どこからでもキャリアを磨き、職場を変え

てもキャリアを中断させない教育支援体制のもと、地域の保健医

療福祉機関との組織横断的な連携・協力を深め、キャリアに関する

継続した支援を目指しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立大学法人旭川医科大学 

                 看護職キャリア支援センター 

副センター長 升田 由美子 

 

 

 

                

〇副センター長挨拶 

 

旭川医科大学看護職キャリア支援センター 副センター 

長の升田です。 

 さて、皆さんはご自分の「キャリア」についてどのよう 

に考えていますか？「キャリア」は一般的には仕事や経歴 

といった職業に関連した概念です。厚生労働省（2002）の 

報告書「キャリア形成を支援する労働市場政策研究会」に 

よれば、キャリアには「人生キャリア（life career）」と 

「職業キャリア（professional/occupational/vocational  

career）」の 2つの側面があり、キャリア形成は動機、価値 

観、能力を自ら問いながら、職業を通して自己実現を図っ 

ていくプロセスとされています。つまり、看護職で考える 

と、看護師経験を積み重ねて、自らの生き方を見つめ、「な 

りたい自分」に近づくことと言えます。 

 以前、看護学科学生と行った研究では、大学病院に勤務す 

る看護師のうち、経験の短い方は「まだキャリアを考えるに 

は早い」と答え、50 歳以上の方は「今更キャリアアップは 

考えていない」と答えていました。しかし、上述したように 

キャリア形成はその人の職業人としての人生全てのプロ 

セスに関与するものです。ご存知のとおり、看護師免許は更 

新制ではなく、一生のライセンスです。私たち看護職は年 

齢や経験によらず、全員が看護師としてのキャリアを歩ん 

でいるのだと考えることができます。個々人の職業体験 

（ワーク）だけでなく、生活背景や置かれている立場（ラ 

イフ）の両側面から、どのようにキャリアを積み重ねてい 

くのかを共に考え、支えるのが当センターの役割です。 

 また、まだライセンスがない看護学生もすでに職業人としてのキャリアを開始しています。将来看護師

の資格取得が可能な看護学校・大学に進学を希望した段階で、職業人としての方向性を定めているからで

す。近い将来、同じ看護職として仲間となる学生の皆さんのキャリア形成も当センターでは応援したいと

思います。 

 当センターは設置したばかりです。道東・道北地区の看護職・看護学生の皆さんのお役に立てるよう

に、今後活動を充実させたいと考えています。皆様、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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Ⅰ．目的と組織構成 

A．目的 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目的 

経過 

旭川医科大学 看護職キャリア支援センターは、医学部看護学科と病院

看護部が連携・協働のもと、事務部門の協力を得て、専門職業人としての

看護職者のキャリア開発や生涯学習を支援し、看護の質の向上を図ること

を目的としています。 

教育プログラム開発部門」、「キャリア支援部門」、「人事交流部門」、

「地域看護職支援部門」の４部門で組織され、各部門において、主に、看

護教育プログラムの開発・研究・実施・評価・普及、看護学生・看護師・

看護教員を対象としたキャリア支援、看護学科と看護部の人事交流、地域

保健医療福祉機関との連携及び地域包括ケアシステムの推進を目指しま

す。 

入学から卒後、また道北・道東地域で勤務する看護職を対象に、研修会

や講義の開催、演習をサポートするなど、大学と病院、さらには地域の保

健医療福祉機関との組織横断的な連携・協力を深め、社会のニーズに合わ

せキャリアに関する継続した支援を行います。 

平成 25 年 11 月 文部科学省から「国立大学改革プラン」が発表され、各大学は、高い付加価値を生み出すよう大学へ機能強化を図

ることとなった。 

平成 28 年 07 月 「地域医療に根ざした医療・福祉の向上に貢献する人材育成を積極的に推進し、高齢化や地域社会に対応した新た

な医療技術の開発や医療水準の向上を図る」との本学の機能強化のビジョンの下に３つの戦略が立てられた。その

うちの「社会貢献機能の強化、国･地方公共団体・企業等と連携した地域貢献のための人材育成及び連携活動等の推

進」に関する取組である「地域包括ケア支援システムの構築」を看護学科が中心となって担うこととなった。 

平成 29 年 03 月 平成 29 年度 国立大学法人運営費交付金の一部として機能強化経費が予算決定。 

平成 29 年 04 月 地域包括ケアを担う人材育成のための「学びのプロセス」（カリキュラムの改正～卒後研修）の構築に向け、旭川 

市及び市内の住民組織等との実務者会議がスタート。 

平成 29 年 05 月 旭川市西神楽地域の NPO 法人と、地域包括ケアのモデル構築を目指し 

協力することを合意。 

平成 30 年 04 月 「学びのプロセス」の構築の両輪として、看護学科カリキュラム改正 

と看護学科・旭川医大病院看護部による看護職キャリア支援センター 

の設置を位置づけ、「看護職キャリア支援センター設置に関する検討 

会」が発足。 

平成 30 年 09 月 滋賀医科大学医学部附属病院 看護臨床教育センターを視察。 

平成 30 年 10 月 横浜市立大学 看護キャリア開発支援センター 陣田泰子センター長に 

来訪いただき意見交換。 

平成 31 年 03 月 役員会で「看護職キャリア支援センター」の設置を認可。 同日付けで、 

「看護職キャリア支援センター運営委員会」を組織。 
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B.組織構成 

 

 

 
 

委員会は、看護職キャリア支援センターの運営に関する重要事項を審議する。 

 
 

 
 

 
 
 
  

看護職キャリア支援センター運営委員会 

教育プログラム開発部門 キャリア支援部門 

人事交流部門 地域看護職支援部門 

➊ 基礎教育から継続教育までの切れ目のない看護教育プログラムの開

発並びに当該プログラムの研究、実施、評価及び普及に関すること。 

 

❷ 地域包括ケアを担う人材育成プログラムの開発並びに当該プログラ

ムの研究、実施、評価及び普及に関すること。 

 

❸ 外国人看護師研修プログラムの開発並びに当該プログラムの研究、

実施、評価及び普及に関すること。 

 

❹ その他教育プログラム開発に関すること 

➊ 看護学科学生のキャリア支援に関すること。 

 

❷ 看護職員の生涯学習及びキャリア形成に関すること。 

 

❸ 看護学科学生及び看護職員の研究支援に関すること。 

 

❹ その他キャリア支援に関すること 

➊ 看護学科教員の看護実践力向上に関すること。 

 

❷ 看護職員の教育力向上に関すること。 

 

❸ その他看護学科と看護部の人事交流に関すること。  

➊ 地域保健医療福祉機関との連携及び相互支援に関すること。 

 

❷ 地域包括ケアシステムの推進に関すること。 

 

❸ その他地域看護職の支援に関することと。  
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看護職キャリア支援センター （令和2年3月現在）

役割 所属 職位

看護学科責任者 医学部看護学科　（高齢者看護学領域） 学長補佐・教授

看護部長 看護部 部長

センター専任の教員 看護職キャリア支援センター 特任助教

看護学科の教員　（若干名） 医学部看護学科　（基礎看護学領域） 教授

看護学科の教員　（若干名） 医学部看護学科　（在宅看護学領域） 教授

看護学科の教員　（若干名） 医学部看護学科　（看護管理学領域） 教授（病院）

看護部の看護師　（若干名） 看護部 副部長

看護部の看護師　（若干名） 看護部（看護職キャリア支援センター） 看護師長

看護部の看護師　（若干名） 看護部（看護職キャリア支援教育担当） 看護師長

１）看護職キャリア支援センター運営委員会

役割 所属 職位

センター長 医学部看護学科　（高齢者看護学領域） 学長補佐・教授

副センター長 看護部 看護部長

副センター長 医学部看護学科　（基礎看護学領域） 教授

看護学科の教員 医学部看護学科　（在宅看護学領域） 教授

看護学科の教員　 医学部看護学科　（看護管理学領域） 教授（病院）

看護部の看護師 看護部 副看護部長

看護部の看護師 看護部（看護職キャリア支援教育担当） 看護師長

看護部の看護師 看護部（看護職キャリア支援センター） 看護師長

その他センター長が必要と認めた者 看護職キャリア支援センター 特任助教

その他センター長が必要と認めた者 事務局総務部総務課 課長

陪席 事務局総務部人事課 課長

陪席 事務局総務部研究支援課 課長

陪席 事務局病院事務部経営企画課 課長

陪席 事務局教務部学生支援課 課長

陪席 事務局総務部総務課 課長補佐

陪席 事務局総務部総務課機能強化推進係 係長

２）教育プログラム開発部門

役割 所属 職位

部門長（座長） 医学部看護学科　（基礎看護学領域） 教授

部門員 医学部看護学科　（成人看護学領域） 教授

部門員 医学部看護学科　（基礎看護学領域） 講師

部門員 医学部看護学科　（精神看護学領域） 講師

部門員 看護職キャリア支援センター 特任助教

部門員 看護部 副看護部長

部門員 看護部（看護職キャリア支援センター） 看護師長

部門員 看護部（看護職キャリア支援教育担当） 看護師長

部門員 緩和ケア診療部 副看護師長

部門員 事務局総務部総務課機能強化推進係 係長
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３）キャリア支援部門

役割 所属 職位

部門長（座長） 医学部看護学科　（在宅看護学領域） 教授

部門員 医学部看護学科　（病態学領域） 教授

部門員 医学部看護学科　（小児看護学領域） 准教授

部門員 看護職キャリア支援センター 特任助教

部門員 看護部（看護職キャリア支援倫理研究担当） 看護師長

部門員 看護部（看護職キャリア支援センター） 看護師長

部門員 看護部（職場適応支援担当） 看護師

部門員 看護部（職場適応支援担当） 看護師

部門員 事務局総務部総務課機能強化推進係 係長

４）人事交流部門

役割 所属 職位

部門長（座長） 医学部看護学科　（看護管理学領域） 教授（病院）

部門員 医学部看護学科　（成人看護学領域） 准教授

部門員 医学部看護学科　（高齢者看護学領域） 助教

部門員 看護職キャリア支援センター 特任助教

部門員 看護部 副看護部長

部門員 看護部（看護職キャリア支援センター） 看護師長

部門員 事務局総務部総務課機能強化推進係 係長

５）地域看護職支援部門

役割 所属 職位

部門長（座長） 看護部 副看護部長

部門員 医学部看護学科　（公衆衛生看護学領域） 准教授

部門員 医学部看護学科　（母性看護学・助産学領域） 准教授

部門員 医学部看護学科　（高齢者看護学領域） 助教

部門員 看護職キャリア支援センター 特任助教

部門員 看護部 副看護部長

部門員 看護部（看護職キャリア支援センター） 看護師長

部門員 看護部（職場適応支援担当） 看護師

部門員 看護部（職場適応支援担当） 看護師

部門員 事務局総務部総務課機能強化推進係 係長
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（令和 2年 3月現在） 

C．旭川医科大学看護職キャリア支援センター規程 

 

平成 31 年 3 月 27 日 

旭医大達第 30号 

(趣旨) 

第 1 条 この規程は，国立大学法人旭川医科大学組織及び運営規則(平成 16 年旭医大達第 148 号)第 26

条の 7第 2項の規定に基づき，旭川医科大学看護職キャリア支援センター(以下「センター」という。)

の組織及び運営について定めるものとする。 

 

(目的) 

第 2 条 センターは，旭川医科大学医学部看護学科と旭川医科大学病院看護部が連携・協働のもと，専門

職業人としての看護職者のキャリア開発や生涯学習を支援し，看護の質の向上を図ることを目的とす

る。 

 

(部門及び業務) 

第 3 条 センターに，その業務を分掌させるため，次に掲げる部門を置く。 

(1) 教育プログラム開発部門 

(2) キャリア支援部門 

(3) 人事交流部門 

(4) 地域看護職支援部門 

2 教育プログラム開発部門は，学内の関係部署と連携のうえ次に掲げる業務を行う。 

(1) 基礎教育から継続教育までの切れ目のない看護教育プログラムの開発並びに当該プログラムの

研究，実施，評価及び普及に関すること。 

(2) 地域包括ケアを担う人材育成プログラムの開発並びに当該プログラムの研究，実施，評価及び普

及に関すること。 

(3) 外国人看護師研修プログラムの開発並びに当該プログラムの研究，実施，評価及び普及に関する

こと。 

(4) その他教育プログラム開発に関すること。 

3 キャリア支援部門は，学内の関係部署と連携のうえ次に掲げる業務を行う。 

(1) 看護学科学生のキャリア支援に関すること。 

(2) 看護職員の生涯学習及びキャリア形成に関すること。 

(3) 看護学科学生及び看護職員の研究支援に関すること。 

(4) その他キャリア支援に関すること。 

4 人事交流部門は，次に掲げる業務を行う。 

(1) 看護学科教員の看護実践力向上に関すること。 

(2) 看護職員の教育力向上に関すること。 

(3) その他看護学科と看護部の人事交流に関すること。 
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5 地域看護職支援部門は，次に掲げる業務を行う。 

(1) 地域保健医療福祉機関との連携及び相互支援に関すること。 

(2) 地域包括ケアシステムの推進に関すること。 

(3) その他地域看護職の支援に関すること。 

 

(組織) 

第 4 条 センターは，次に掲げる者をもって組織する。 

(1) 看護学科責任者 

(2) 看護部長 

(3) センター専任の教員 

(4) 看護学科の教員 若干名 

(5) 看護部の看護師 若干名 

(6) その他必要な職員 

2 センターに，センター長を置き，学長が指名する者をもって充て，センターの業務を掌理する。 

3 センターに，副センター長を置き，学長が指名する者をもって充て，センター長を補佐し，センター

長に事故があるときは，その職務を代行する。 

4 第 1 項第 4号から第 6号までの者は，センター長の推薦に基づき，学長が委嘱する。 

 

(運営委員会) 

第 5 条 センターにセンターの運営に関する重要事項を審議するため，看護職キャリア支援センター運

営委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

2 委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 

(庶務) 

第 6 条 センターの庶務は，関係部課等の協力を得て総務部総務課において処理する。 

 

(雑則) 

第 7 条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

この規程は，平成 31 年 3月 27 日から施行する。 
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Ⅱ．事業 

【令和元年度の事業概要】 

 令和元年 ６月 ・「第 1回看護職キャリア支援センター運営委員会」において、 

     各部門の取組項目案について審議され、各部門の取組が決定。 

      取組ごとのアクションプランの検討開始。 

 

            《各部門の取組》 

   Ａ.教育プログラム開発部門 

      １）海外人材向け教育プログラム開発 

    ２）臨床実習指導者研修プログラムの再構築と実習指導者養成 

 

    Ｂ.キャリア支援部門 

      １）キャリア支援・看護研究に関する研修、学生と看護職のセミナー 

      ２）看護研究とキャリアに関する相談窓口 

 

     Ｃ.人事交流部門 

      １）臨床看護師の学内特別講師選出のシステム構築 

      ２）看護学科教員の臨床勤務（研修）システムの構築 

 

    Ｄ.地域看護職支援部門 

      １）地域の保健師・助産師育成支援 

      ２）ニーズ調査を踏まえた地域看護職支援の企画・実践 

 

 令和元年 ７月 ・旭川医科大学概要 2019 年のトピックスに看護職キャリア支援 

    センターの設置を掲載。 

 

 令和元年 ８月 ・「第 2回看護職キャリア支援センター運営委員会」において、 

          各部門はアクションプランを報告。 

 

       ・看護職キャリア支援センターのホームページとリーフレット作 

     成について検討を開始。 

 

 令和元年 ９月 ・病院広報誌「旭川医大病院ニュース」(149 号)に看護職キャリ 

    ア支援センターを掲載。 

 

 令和元年１２月 ・「第 3回看護職キャリア支援センター運営委員会」において、 

     部門間の関連した取組の共有・調整や連携充実を目的に「看護 

    職キャリア支援センター連絡会議」の定期開催を決定。 
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 令和元年１２月 ・㈱北海道医療新聞社 ベストナース 12月号に「道北・道東地域 

     を視野に看護職のキャリアを支援」と題した、看護職キャリア 

 支援センターの活動についての特集記事が掲載。 

 

 令和２年 ２月    ・看護職キャリア支援センターリーフレットを作成。 

 北海道内の訪問看護事業所へ訪問看護師のニーズ調査依頼時に、 

全道 536 ヶ所の訪問看護事業所へ送付。 

             

      《センターリーフレット》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・看護職キャリア支援センターのロゴマークを決定。 

 

     《センターロゴマーク》 

 

 

 

 

 令和２年 ３月 ・「第 4回看護職キャリア支援センター運営委員会」において、 

     令和元年度の各部門の進捗状況と令和２年度に向けた計画を 

    策定。 
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Ａ．教育プログラム開発部門 

 

 【部門方針】 

   短期的な取組として、中国の大連大学附属中山医院の看護師研修等外国からの看護 

  職の受け入れに向けた研修プログラムの開発を具現化する。長期的な取組として、基 

  礎教育から継続教育までのシームレスな教育・研修プログラムの開発、評価を進める。 

 

 

 【取組概要】 

１）海外人材向け教育プログラム開発 

 

   令和元年 ４月  ・中国大連大学附属中山医院の看護師研修プログラムの内容 

              の検討を開始。 

 

   令和元年 ９月  ・中国大連大学附属中山医院の看護師研修を実施。 

      ～１１月   

 

 

 

２） 臨床実習指導者研修プログラムの再構築と実習指導者養成 

  

   令和元年 ４月  ・実習指導者研修の再構築について検討を開始。研修内容の 

        充実とともに学外の他施設にも展開し、道東・道北を含め 

     た地域の看護の質の向上を図る方針とする。 

 

   令和元年 ７月   ・実習指導者研修に関するニーズ調査内容について検討を開 

     始。 

   令和元年 ９月  ・生涯教育講座参加者を対象として実習指導者研修プレアン 

     ケート調査を実施。 

 

   令和元年１０月   ・地域医療連携セミナー参加者を対象として実習指導者研修 

     プレアンケート調査を実施。 

 

   令和元年１２月   ・「看護職の実習指導に関わる研究企画」アンケート調査を 

     実施。561 部送付し、208 部の回答を得る。（回収率約 37％） 

 

   令和２年 １月  ・看護職の実習指導に関わる研究企画アンケートを分析。 

             ・アンケートの分析から研修プログラムの検討を開始。 
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Ｂ．キャリア支援部門 

  

 【部門方針】 

   短期的な取組として、病院看護職や看護学生の支援の一環として各種セミナーについ 

  て、看護部や二輪草センターと共催し、内容の充実を進める。長期的な取組として、キ 

  ャリアに関する相談窓口として位置づけていくことを計画し、看護職のキャリア推進に 

  向けた支援や看護研究に関する相談・指導などを行う。 

 

 【取組概要】 

  １）キャリア支援・看護研究に関する研修、学生と看護職のセミナー 

 

    令和元年 ９月 ・看護部共催 生涯教育講座  

             「看護職キャリアマネジメント研修会 

      キャリアデザインを考える意味 ～自分らしく明日を描く～」 

              講師 NPO 法人看護職キャリアサポート 代表 濱田 安岐子  

      対象 看護職員/看護学科教員/看護学生/地域の看護職 

                 出席者数 62名 

 

    令和元年１１月  ・二輪草センター共催 二輪草セミナー  

             「知っていますか？輝くナース partⅧ 

              期待されるスペシャリスト ～自分の未来を描こう～」 

     講師 DMAT・フライトナース 

                  本学救命救急センター看護師  岡本 真紀代 

     特定看護師 集中ケア認定看護師 

      本学ＩＣＵ副看護師長    上北 真理 

     対象 看護職員/看護学科教員/看護学生/ｺ･ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ 

                 出席者数 44名 

 

    令和２年 １月 ・次年度の看護学科第１学年の初年次セミナーについて、二輪草 

    セミナーとの共催を追加決定。 

 

  ２）看護研究とキャリアに関する相談窓口 

 

    令和２年 ３月 ・看護研究とキャリアに関する相談窓口の設置に関して、相談対 

        応の基本について講義を開催。 

     講師 Liezo カウンセリング＆コンサルティング 代表  

            中川 貴美子（公認心理師・臨床心理士・保健師） 

              対象 看護職キャリア支援センター部門員 
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Ｃ．人事交流部門 

 

 【部門方針】 

   短期的な取組として、現在行っている臨床看護師による学内特別講師に関する体制整 

  備を進める。また、長期的な取組として、大学と病院間における人事異動に関してシス 

  テム化を図り、人的交流をさらに活性化させる。 

 

 

 【取組概要】 

  １）臨床看護師の学内特別講師選出のシステム構築 

   

     令和元年 ７月  ・臨床看護師の学内特別講師選出基準案を基に、学内特別講師に 

              関する申し合わせ事項の検討を開始。 

 

    令和２年 １月 ・看護学科教員会議・全体会議にて学内特別講師に関する申し合 

    わせ事項案の承認を得る。 

 

    令和２年 ２月 ・看護師長会議にて学内特別講師に関する申し合わせ事項案の承 

    認を得る。 

・学内特別講師に関する申し合わせ事項案に基づき、運用を開始。 

 

  ２）看護学科教員の臨床勤務（研修）システムの構築 

  

   令和元年 ６月   ・令和３年度からの試行、令和４年度からの本格運用を目指し、 

     スケジュールを策定。 

    ・補助金を獲得した他大学等での取組方法について分析。 

    《参考資料等》 

     ・「保健医療学系学科と病院看護部との連携」 

     ・「看護師の人材養成システムの確立」の中間評価結果 等 

  

      令和元年１２月 ・看護学科教員へ向け、臨床勤務（研修）のニーズ調査を実施。 

    31 名にアンケートを依頼し、26名（回収率 83.9％）から回答 

を得る。 

 

   令和２年 １月  ・当初の看護学科教員の臨床勤務（研修）だけでなく、病院看護 

職も看護学科へ勤務（研修）するという双方向性の交流に方針 

を変更し、検討を開始。 

        



 

12 

Ｄ．地域看護職支援部門 

  

 【部門方針】 

   短期的な取組として、現在大学で実施している、卒業生が講師を担い、保健師・助産 

  師を目指す学生に対するセミナーの共同実施を進める。長期的な取組として、地域包括 

ケアを担う看護職を広く支援することを視野に、既存のプログラムの改編や新たな研修 

プログラムの策定を進める。 

 

 【取組概要】 

  １）地域の保健師・助産師育成支援 

 

   令和２年 ３月 ・看護学科の助産師セミナー＆助産師交流会の同時開催への協力 

  及び保健師 卒業セミナーへの協力を計画していたが、COVID- 

  19 により中止。 

            《計画内容》 

             「助産師セミナー＆助産師交流会」 

              午前の部 本学卒業生の臨床助産師向けのセミナー 

               ・学外の産婦人科医の講義とグループ演習 

        ・分娩台を使用した手技や技術演習 

       午後の部 本学学生も参加し、助産師との交流会 

      ・夏期地域医療体験実習報告 

               ・本学卒業生助産師による活動報告 

             「保健師卒業セミナー」 

              午前の部 ・本学学生による「保健師選択過程の演習・実習 

         ・就職活動」について報告   

       午後の部 ・卒後１年目の保健師による活動報告 

                   ・グループワーク、交流会 

  ２）ニーズ調査を踏まえた地域看護職支援の企画・実践 

 

   令和元年１２月 ・遠隔地で働く訪問看護師のニーズ調査を行い、より良い連携と 

    支援を目指して、倫理委員会での承認を受け、調査を開始。 

 

   令和２年 ２月 ・北海道内の訪問看護事業所へ訪問看護師のニーズ調査依頼を送 

    付。536 事業所へ送付し、94 事業所（受諾率 17.5％）から協力 

    を得る。 

 

   令和２年 ３月 ・協力を得た 94 事業所、438 名に対してニーズ調査用紙を送付。 

             73 事業所（回収率 77.7％）、288 名の訪問看護師 

    （回収率 65.8％）から回答を得る。 
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